
世田谷区本庁舎等整備 区民の安全・安心を支える拠点として ー新型コロナ対策からみた新庁舎ー

３密（密集、密閉、密接）を回避し、職場内感染リスクを低減し、感染症対策窓口や通常業務の継続に資する。

ポイント２
大型天板の事務机と可動式個人ワゴンを採用したオープンフロア、ユニバーサルレイアウトにより、低密度化やフロア内で
の分散配置への移行も容易

ワゴン 職場分散や在宅勤務
により低密度化

＜オープンフロア、ユニバーサルレイアウトのイメージ＞

執務サポートエリア
の打ち合わせ
スペースも活用

ワゴンの移動
のみで分散
配置が可能

資料3
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課内の係を複数班に分け、エリアを
分けて分散して執務することが可能
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Ａ課 Ｂ課通常時

分散勤務時 ↓仮設間仕切り
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